
 

１ はじめに 

 深沢高等学校は、高校百校計画により新進気鋭

の最後の設置校として昭和 61(1986)年４月に開

校された全日制普通科、17学級規模の学校である。 

 古都鎌倉の西の方に位置し、最寄り駅は湘南モ

ノレールの湘南深沢駅だが、生徒の通学利用では

ＪＲ藤沢駅が最も多い。校地の一部は藤沢市に含

まれる。 

 学校創立から 37 年めの令和４(2022)年９月に

発表された高校再編計画第Ⅲ期の中で、藤沢清流

高等学校との再編・統合が発表された。在校生と

その保護者、先生方は大きな衝撃を受けたものの、

日々の学校活動は落ち着いて進められ、二度の入

学者選抜を無事に終えて第 38期生、第 39期生を

迎えることができた。 

 今回は、完校に向けた取組とこれまでの深沢高

校の歴史を振り返って発表させていただく。 

 

２ 学校紹介 

 最後の入学生となった第 39 期生募集用に本校

生徒会が作成したＶＴＲで学校紹介をさせていた

だく。 

○ 施設 独立した茶室があり茶道体験教室等の

文化活動に利用されている。 

○ 行事 学校行事は多く、保護者も積極的に参

加し、ＰＴＡとして協力し貢献している。 

６月：体育祭 ←PTAが麦茶を提供 

７月：新川清掃（ボランティア活動） 

８月：インターンシップ（１年生） 

９月：深校祭（文化祭） ←PTAも参加 

12月：球技大会 ←PTAが豚汁を提供 

３月：合唱コンクール ←保護者参観 

  

  

３ ＰＴＡ委員会紹介 

 深沢高校のＰＴＡは本部と４つの委員会から成

り立っている。本年度の活動を中心に紹介したい。 

○ ＰＴＡ本部 

体育祭では麦茶を提供し、球技大会では豚汁を

提供している。いずれも生徒たちから大好評であ

る。 

  
麦茶提供のテント    学年ホールでの豚汁提供 

○ 環境整備委員会 

40人ほどのメンバーで学校内の花壇の手入れ

を行っている。ハロウィンやクリスマスの時期

には昇降口前にある「希望の塔」に飾り付けをし

ている。また、卒業式会場にも鉢植えの花で花道

を作り、卒業生を祝っている。いずれも好評であ

る。 

今年の文化祭ではワッフルや唐揚げを販売し

た。 

 
          「希望の塔」と花壇 
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○ 交通安全委員会 

年２回の下校指導を行っている。自転車通学

の生徒も多く、保護者目線での声かけを心掛け

ている。 

今年の文化祭では交通安全関連の展示と、景

品を用意した交通安全クイズを行った。 

○ 広報委員会 

年２回の広報誌発行を行っている。学校行事

の取材に飛び回るほか、編集会議をまめに開い

ており、学校ホームページとともに深沢高校か

らの情報発信を担っている。 

 今年の文化祭では「希望の塔」を刺繍したオリ

ジナルトートバッグを作成、販売した。 

 

○ 企画委員会 

会員の生涯学習と相互親睦を目指して活動し

ている。今年度は校内でのボクササイズ教室、秋

の日帰りバスツアーを企画し、会員の皆様に楽

しんでもらった。 

また、文化祭ではバスボム（入浴剤）づくりと

コロッケ販売を行った。 

 

４ 完校への準備 

 ご存じのとおり、深沢高校は令和９(2027)年３

月末で完校する。生徒が減り、校舎施設も空にし

ていく。その取組の概要を紹介する。 

下図は完校までの工程表である。 

【深沢高校の現状と課題】 

 今年度は３年生６クラス、２年生６クラス、１

年生５クラスの全校で 17学級、全校生徒数 660人

ほどの規模である。 

この学校規模は今年が最後で、来年度は生徒や

職員数が 2/3になり、再来年度は 1/3になる。 

学校では昨年度から備品や消耗品の整理のため

のリスト作成や、生徒会規約の改定を行ってきた。 

 

【深沢高校ＰＴＡの課題】 

 生徒数減に伴ってＰＴＡ会員数や会費収入が減

少していくことになる。そこでＰＴＡとしての課

題を検討し、次のように整理した。 

○ 備品・消耗品の整理 

 ４年にわたるコロナ禍をはさみ、うまく引き継

がれていない物品もある。 

○ 来年度以降の予算の検討 

 会費収入が減少する中で、上手く予算編成をし

て、しかも最後の年には残金をゼロにして３月

末に締めなくてはならない。 

○ ＰＴＡ規約の改定の検討 

 新規の会員が入らないことで、役員や委員の任

期、役員数、会費のこと等を検討しなくてはな

らない。場合によっては、現在は役員と委員の

みが加入している高Ｐ連団体傷害保険を、最終

年度は全会員に切り替える必要性も考えている。 

 

 

 



【ＰＴＡ各委員会の課題調査】 

ＰＴＡ各委員会の課題を知るため、各委員長に

アンケート調査を行った。 

Ｑ１．会員数や予算が減る問題点 

Ｑ２．役員・委員の再募集が必要か 

Ｑ３．生徒が少なくなることによって、新たにや

ってみたいこと 

Ｑ４．本部や他の委員会にお願いしたいこと 

 

○ ＰＴＡ本部 

  予算面は、予算の範囲内でできることをする

ので問題なし。 

役員の再募集は、会計監査が１年任期のため

必要になる。 

  体育祭の麦茶提供や球技大会での豚汁作りは、

他の委員さんに今まで以上のお手伝いをお願い

することになると思う。 

○ 環境整備委員会 

 生徒数、委員数が減っても手入れをする花壇の

スペースは変わらない。 

  予算が少なくなるのは必然だが、毎年咲く花

を植えるにあたり、比較的安価な花を手に入れ

て植えていき、活動内容が今ほど充実できなく

ても「綺麗」を維持していきたい。 

  委員の再募集は賛成だが、増員は難しいので

は？保護者お手伝い枠、学校技能員さん、生徒

さんたちに美化委員を立ち上げていただいて、

水やりのお手伝いをしてもらえると助かる。新

たなコミュニティの繋がりにもなるように思う。

水やりスケジュール管理が課題。 

○ 交通安全委員会 

 委員数・予算とも問題なし。 

  文化祭の時だけ、お手伝いをしてくれる方が

いると助かる。 

  必要なイベントだけサポーターを募集しては

どうか。 

○ 広報委員会 

 学年・生徒数の変化で広報誌の撮影日数・ペー

ジ数が変化するので、委員の人数や予算は現状

で問題ない。 

○ 企画委員会 

 現状の委員数でできることをやればよいと思う

ので、再募集の必要はない。 

  他の委員会へのお願いとしては、講習会やバ

スツアー等に積極的に参加してほしい。 

   

【ＰＴＡとしての課題のまとめ】 

  会計監査と役員・委員の募集をどのように行

うか、お手伝いサポーター等を募集するならば、

どのような募集方法で、どのように管理してい

くのか等を、これから考えていくことになる。 

  また、来年度以降、人数が少なくなることに

よって、コロナ禍前に行っていた生徒会とのＰ

Ｓ会議（保護者代表と生徒会代表との情報交換

会）や合唱コンクールへの参加等、小規模だか

らこそできる企画も考えていけるのではないか。 

 

５ 深沢 history！ 

 深沢高校が開校し、今年で 39年め。完校まで残

り２年半で、この学校は幕を閉じる。皆様に少し

でも深沢高校のことを知っていただきたく、これ

までの歴史を簡単に紹介していきたい。 

① 学校創立 

 深沢高校は昭和 61(1986)年４月に第１期生 180

名が入学。しかし校舎の建設が間に合わず、鎌倉

市山崎に建設されたプレハブ校舎での開校となっ

た。 

 

  プレハブ校舎の前で（創立十周年記念誌から転載） 

 

② 校舎落成と移転 

 開校から１年半後、ようやく仮校舎から新校舎

へ移転することができた。現在のＰＴＡ本部役員

にも、この時の引っ越しの経験者がおり、あの時

のピッカピカの新校舎の感動を忘れずにいる。 



 
完成した新校舎（創立十周年記念誌から転載） 

 

③ 校歌制定と学校行事の始まり 

 校歌の歌詞の募集により、地域の岩壁良夫氏に

よる歌詞が選ばれた。 

作曲については、当時のＰＴＡ役員の紹介によ

り東京藝術大学の尾高
お だ か

惇忠
あつただ

先生に依頼した。尾高

惇忠先生は、明治時代の実業家渋沢栄一に強い影

響を与えた幕末・維新期の教育者尾高惇
じゅん

忠
ちゅう

と同

姓同名であり曾孫に当たるそうだ。令和４(2022)

年にお亡くなりになり、コロナ禍明け令和６

(2024)年１月のメモリアルコンサートには本校関

係者も招待された。 

 

校歌が制定されたり、初めて３学年が揃った年

に文化祭や体育祭が行えるようになったりと、行

事も増え、部活動も増え、活気あふれる学校にな

っていった。 

現在の部活動数は運動部 13、文化部９の計 22

部である。 

サッカー部やダンス部に人気があり、ライフル

射撃部は関東大会や全国大気に毎年出場している。

ラグビー部は七里ガ浜高校や大船高校との合同チ

ームで活動してきたし、今年の硬式野球部は藤沢

工科高校との合同チームで夏の大会に出場した。 

 

④ アニメ「Just Because！」の放送 

 本校卒業生である小林敦氏が監督したアニメ

「Just Because！」が平成 29(2017)年にテレビ放

送された。深沢高校を舞台とした高校生の青春ド

ラマで、劇中では校舎がそのまま再現され存在し

ている。 

学校がなくなっても、アニメの中で深沢高校を

振り返ることができる、卒業生等の学校関係者に

とってはありがたい存在である。 

平成 30(2018)年９月の文化祭では、Just 

Because!×深沢高校「校内聖地巡礼」として一般

来校者にも校舎内を公開した。 

 

⑤ 読書活動の文部科学大臣表彰 

 そして令和６(2024)年の今年は、20年間続けて

きた朝の読書活動、文化祭でのビブリオバトル、

国語の授業でのブックトーク等が評価されて、「子

供の読書活動優秀実践校」として文部科学大臣か

ら表彰された。 

   



⑥ 完校に寄せる卒業生の思い 

 開校から37年を経た令和４(2022)年９月29日、

本校と藤沢清流高校との再編・統合が、校内放送

によって校長先生から生徒に発表された。このニ

ュースは在校生はもちろん、卒業生の間でも衝撃

をもたらした。 

 そこで、先月 9月に行われた文化祭に多くの卒

業生が来校されたので、何名かの方に「深高がな

くなってしまうと聞かされた時の気持ち」をイン

タビューさせていただいたので紹介する。 

◎（当時の 2年生は）修学旅行中だったので、

旅先で昼食時に知った。ジンギスカン料理を食

べながら泣いている子もいた。 

◎３時間目、校内放送で知った。今トイレをリ

ニューアルしているのに…ありえないと思った。 

◎文化祭などで学校に来ていたので、高校時代

を思い出す機会となっていた。それができなく

なることは寂しい…。 

◎もともと、数年後には老人ホームになるとい

う噂だったので、ここまでよく頑張った。 

◎アニメ化されたことで盛り上がったことを覚

えている。先生方が良かった。人との関りが良

かった。帰ってくる場所がなくなってしまうの

は寂しい…。 

◎最後の生徒達が卒業するまで盛り上げたい。 

などなど、深沢高校を思う卒業生も多く、ＰＴＡ

では先生方と協力して、今後、在校生と卒業生の

橋渡しをしていけたらと考えている。 

 

６ おわりに 

 正直なところ、２年前に藤沢清流高校との再編・

統合による完校のニュースを聞いた時、生徒数も

役員数も減っていくなか、ＰＴＡ活動が今まで通

り活動できるかとても心配だった。 

 だが、統廃合発表後の昨年度も、最後の入学生

受入れとなった今年度も、ともに募集定員を超え

る入学希望者が集まり、入学手続きでのＰＴＡ役

員勧誘の際も、各委員会に意欲あるメンバーが数

多く入ってくれた。 

 完校まで残り２年半。最後の年まで先生方と協

力して、子どもたちの充実した学校生活を支えて

いけることと思っている。 

 

 

第 37回深高祭ポスター テーマ「深々気鋭」 

例年、深高祭のテーマには「深」の文字を組み入れて設

定している。 


